
２０１２年４月１０日                 ノイエスだより 

ノ
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ス
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ノ
イ
エ
ス
朝
日
（
朝
日
印
刷
工
業
株
式
会
社
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久
し
ぶ
り
に
東
京
に
出
て
「
ボ
ス
ト
ン
美
術
館 

日
本
美
術
の
至
宝
」
「
Ｖ
Ｏ
Ｃ
Ａ

展
―
現
代
美
術
の
展
望 

新
し
い
平
面
の
作
家
た
ち
」「
中
村
正
義
」「
ジ
ャ
ク
ソ
ン
・

ポ
ロ
ッ
ク
展
」
な
ど
見
て
ま
わ
っ
た
り
、
人
と
会
っ
た
り
と
相
変
わ
ら
ず
忙
し
く
一
日

を
過
ご
し
ま
し
た
。
上
野
の
桜
の
蕾
は
例
年
よ
り
遅
く
、
パ
ン
ダ
も
繁
殖
期
と
か
で
公

開
中
止
と
か
・
・
。
列
に
な
っ
て
歩
い
て
い
る
子
供
た
ち
も
、
さ
ぞ
が
っ
か
り
し
て
い

る
と
思
い
な
が
ら
見
て
い
る
と
、
何
も
か
も
興
味
が
あ
る
よ
う
な
目
を
キ
ラ
キ
ラ
さ
せ

て
元
気
よ
く
「
が
っ
か
り
」
が
ど
こ
か
に
飛
ん
で
い
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。 

 

東
日
本
大
震
災
以
後
の
自
然
の
変
化
、
人
の
心
の
変
化
、
ま
た
今
後
予
想
さ
れ
る
変

化
・
・
と
不
安
が
心
身
に
蓄
積
さ
れ
て
い
く
よ
う
な
気
が
し
て
困
惑
し
て
し
ま
い
ま
す
。 

 

赤
城
大
沼
の
ワ
カ
サ
ギ
か
ら
厚
労
省
の
新
し
い
基
準
値
一
〇
〇
ベ
ク
レ
ル
を
超
え

る
四
二
六
ベ
ク
レ
ル
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
を
検
出
。
四
月
か
ら
は
シ
ー
ズ
ン
を
終
え
た

こ
と
も
あ
り
ワ
カ
サ
ギ
釣
り
は
禁
止
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。 

そ
ろ
そ
ろ
摘
み
草
の
季
節
に
な
っ
た
の
に
、
今
年
は
ヨ
モ
ギ
、
セ
リ
、
サ
ン
シ
ョ
、
フ

キ
は
大
丈
夫
、
安
心
し
て
春
の
食
卓
を
楽
し
め
る
の
か
少
し
心
配
で
す
。 

食
に
つ
い
て
は
、
敏
感
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
毎
日
で
す
。 

ノ
イ
エ
ス
で
個
展
を
し
た
こ
と
の
あ
る
石
巻
に
住
ん
で
い
る
作
家
は
、
家
を
津
波
で
流

さ
れ
現
在
で
は
仮
設
住
宅
暮
ら
し
で
す
。
先
日
も
ノ
イ
エ
ス
を
訪
ね
て
き
て
く
れ
数
人

で
食
事
を
し
ま
し
た
が
、
そ
の
作
家
の
人
柄
も
あ
り
ま
す
が
笑
顔
で
前
向
き
な
姿
に
感

心
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
以
前
、
数
人
で
そ
の
作
家
を
訪
ね
、
そ
の
流
さ
れ
た
家
に
泊
ま

り
、
ホ
ヤ
や
ム
ー
ル
貝
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
の
家
も
今
は
海
の
中
で
す
。
多
く
の

亡
く
な
っ
た
方
や
、
行
方
不
明
の
方
々
の
葬
儀
が
一
年
た
っ
た
と
い
う
こ
と
で
二
～
三

続
い
て
い
る
・
・
・
と
の
話
で
し
た
。
相
変
わ
ら
ず
地
震
は
続
い
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
テ
レ
ビ
で
は
首
都
直
下
地
震
や
東
海
・
東
南
海
・
南
海
地
震
な
ど
の
予
測
、
津

波
被
害
予
測
ま
で
詳
細
に
わ
た
り
報
道
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
海
岸
線
沿
い
で
生
活

を
し
て
い
る
多
く
の
人
に
不
安
ば
か
り
を
あ
た
え
て
し
ま
い
、
そ
こ
に
生
じ
る
不
安
感

は
何
に
も
解
決
は
し
て
く
れ
ま
せ
ん
。
震
災
の
経
験
は
、
自
分
の
周
辺
の
準
備
は
あ
る

程
度
は
出
来
て
も
、
想
定
外
な
ど
と
い
う
言
葉
は
も
う
使
え
な
い
時
に
私
た
ち
は
い
っ

た
い
何
を
す
れ
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。
日
本
人
の
冷
静
さ
は
外
国
の
人
々
に
大
き
な

感
動
を
与
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
冷
静
さ
と
と
も
に
本
質
的
な
人
間
と
し
て
の
強
さ
は 

東
日
本
大
震
災
で
被
害
に
あ
っ
た
多
く
の
人
々
の
明
る
さ
と
強
さ
に
学
ぶ
べ
き
こ
と

が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。
あ
の
日
、
石
巻
か
ら
き
た
作
家
が
頬
を
赤
く
し
て
優
し
く
笑

う
瞳
の
中
に
東
北
の
自
然
の
中
で
作
家
活
動
を
し
な
が
ら
米
を
作
っ
て
き
た
人
間
と

し
て
の
強
さ
を
感
じ
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
武
藤
） 

ノ
イ
エ
ス
朝
日
〈
展
覧
会
の
ご
案
内
〉 

 

第
１５
回 

樺
澤
健
治
作
陶
展 

 

会
期 

四
月
二
十
一
日
（
土
）
～
二
十
七
日
（
金
） 

 
 
 

午
前
十
時
三
十
分
～
午
後
七
時
（
最
終
日
は
午
後
五
時
） 

＊ 

時
間
は
企
画
展
と
異
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
下
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
先 

不
可
治
窯 

０
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９
・
５
６
・
５
６
１
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四
月
二
十
八
日
（
土
）
～
五
月
六
日
（
日
）
は
休
廊 

  

住
谷
正
巳
展 

新
作
の
現
場 

 

〈
企
画
〉 

 

会
期 

五
月
十
二
日
（
土
）
～
二
十
一
日
（
月
） 

 
 
 

午
前
十
時
～
午
後
六
時
（
最
終
日
は
午
後
五
時
） 

 

作
家
在
廊
日 

五
月
十
二
日
（
土
）
・
十
三
日
（
日
） 

 
 
 
 
 
 

五
月
十
九
日
（
土
）
～
二
十
一
日
（
月
） 

  

第
四
回 

群
馬
工
芸
美
術
会
五
月
展 

〈
企
画
〉 

 
会
期 

五
月
二
十
六
日
（
土
）
～
六
月
三
日
（
日
） 

 
 
 

午
前
十
時
～
午
後
五
時
三
十
分
（
最
終
日
は
午
後
五
時
） 

  

六
月
の
展
覧
会 

 

井
口
久
恵
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室
展 

会
期 

六
月
七
日
（
木
）
～
十
日
（
日
） 

  

木
村
明
ガ
ラ
ス
展 

 
 

〈
企
画
〉 

会
期 

六
月
十
六
日
（
土
）
～
二
十
四
日
（
日
） 

 
 
 
 

＊ 

詳
細
は
次
回
に
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。 

 

〈
県
内
の
展
覧
会
〉 

 

山
崎
巨
延
個
展 

四
月
十
五
日
ま
で 

広
瀬
画
廊
（
高
崎
） 

 

小
坂
元
二
回
顧
展 

四
月
十
一
日
（
水
）
～
十
五
日
（
日
） 

 

藤
岡
市
民
ホ
ー
ル 

 

 

田
中
明
子
・
富
澤
惠
子
二
人
展 

四
月
二
十
五
日
（
水
）
～
五
月
一
日
（
火
） 

高
崎
高
島
屋 

五
階
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

 

伊
藤
孝
志
展 

五
月
十
三
日
ま
で
（
火
曜
休
館
） 

渋
川
市
美
術
館 

観
覧
料
三
〇
〇
円 

 

企
画
展
Ｎ
ｏ
．
８９
「
飛
ぶ
」 

 

～
館
蔵
品
を
中
心
に
～ 

七
月
一
日
ま
で
（
月
曜
休
館
） 

大
川
美
術
館 

入
館
料
一
〇
〇
〇
円 

 

＊ 

開
館
時
間
、
休
館
お
よ
び
そ
の
他
詳
細
に 

つ
き
ま
し
て
は
直
接
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。 

 

東
京
都
美
術
館
〈
モ
ダ
ン
ア
ー
ト
展
〉
、
国
立
新
美
術
館 

〈
創
元
展
〉
〈
春
陽
展
〉
〈
光
風
会
展
〉
な
ど
が
四
月
開
催
で
す
。 

県
内
か
ら
も
多
く
の
作
家
が
出
品
し
て
い
ま
す
。 

会
期
、
入
場
料
な
ど
は
美
術
情
報
雑
誌
で
ご
覧
下
さ
い
。 

 

ノ
イ
エ
ス
の
テ
ィ
ー
タ
イ
ム 

 

ポ
ト
フ
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
家
庭
料
理
で
す
。 

「
火
に
か
け
た
鍋
」
を
意
味
し
ま
す
。 

牛
肉
や
鶏
肉
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
な
ど
の
肉
類
と
大
き
く
荒
く
切
っ
た 

野
菜
を
た
っ
ぷ
り
入
れ
て
長
時
間
ゴ
ト
ゴ
ト
。
身
体
に
し
っ
か
り
栄

養
が
し
み
込
む
・
・
と
い
っ
た
感
じ
で
す
。
疲
れ
て
い
る
身
体
に
は

最
適
。私
は
、
ベ
ー
コ
ン
と
た
っ
ぷ
り
野
菜
を
コ
ン
ソ
メ
ス
ー
プ
で
。 


